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光線過敏型薬疹
ピルフェニドン

73歳，男．特発性肺線維症との診断にて呼吸器内
科で治療．ピルフェニドン増量後から露光部紅斑，
手背・手掌の表皮剝離を認める．顔面，頸部に限
局し細かい鱗屑を伴う紅斑（上）．手背・手指に浸

潤を伴う紅斑（左下）．ピルフェニドン中止１カ月
後に紅斑は軽快．3カ月後には手背・手指の白斑
部位から色素再生が認められた（右下）．
（鶴田　葵ほか：皮膚病診療　37：549，2015）
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